
町報ほうき町報ほうき 町報ほうき 

4

梅
雨
が
明
け
て
、
暑
い
本
格
的

な
夏
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
、
健
康
に
は
充
分
気

を
付
け
て
下
さ
い
。

○
最
近
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
い

ろ
い
ろ
の
団
体
の
協
賛
を
い
た
だ

い
て
多
く
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
中
で
も
、
植
田
正
治

写
真
美
術
館
開
館
十
周
年
を
記
念

し
て
、「
―
オ
マ
ー
ジ
ュ
・
植
田

正
治
に
捧
ぐ
―
〈
福
山
雅
治
・
菊

池
武
夫
・
堀
内
誠
一
〉」
と
題
し

て
の
特
別
企
画
展
が
、
七
月
十
六

日
か
ら
十
月
十
六
日
ま
で
の
三
ヶ

月
開
催
を
い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
の
企
画
展
は
、
福
山
雅

治
氏
所
属
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

（
株
）
ア
ミ
ュ
ー
ズ
の
ご
厚
意
に

よ
り
、
歌
手
福
山
雅
治
氏
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
菊
池
武
夫

氏
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

堀
内
誠
一
氏
（
故
人
）
と
写
真
家

植
田
正
治
氏
の
親
交
を
軸
に
構
成

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
各
社
の
Ｐ
Ｒ
も
あ

り
、
福
山
雅
治
氏
の
フ
ァ
ン
や
、

写
真
愛
好
家
の
皆
様
が
全
国
各
地

か
ら
来
館
さ
れ
て
大
変
に
ぎ
わ
っ

て
お
り
ま
す
。

伯
耆
町
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
良

い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
町
民
の

皆
様
も
、
是
非
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
、
写
真
家
植
田
正
治
氏
の
作

品
に
ふ
れ
て
、
植
田
写
真
の
魅
力

を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
地
域

文
化
の
振
興
発
展
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

○
米
子
駅
を
起
点
と
し
て
、
大
山

周
辺
の
観
光
拠
点
を
直
接
結
ぶ
、

「
オ
マ
ー
ジ
ュ
バ
ス
」、「
大
山
る

〜
ぷ
バ
ス
遊
悠
」
が
七
月
十
六
日

か
ら
運
行
を
開
始
い
た
し
ま
し

た
。
観
光
振
興
の
波
及
効
果
に
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

きしもと清流祭りにて

伯耆町農業委員会新体制発足  伯耆町農業委員会新体制発足  伯耆町農業委員会新体制発足  伯耆町農業委員会新体制発足  
　農業委員会とは「農業委員会等に関する法律（昭和２６年制定）」に基づき、各市町村に設置されている行政委員会
であり、農業者の代表である農業委員を中心として活動が行われています。 
　農業委員会の業務は、以下のとおりです。 
１　農地の権利異動についての許認可等農地法に係る業務を中心とした農地行政の執行、農地に関する税制等の業
務を行っています。 
２　市町村の基本構想の実現に向けた認定農業者の育成や農地流動化促進の取組、調査研究や情報提供等も行って
います。 
３　農業者の公的代表機関として地域内の農業及び農業者に関する全ての事項について意見を公表したり、行政庁に
建議したり、または行政庁の諮問に応じて答申する業務を行っています。 

 
　このたび新体制が発足した伯耆町農業委員会の構成員は以下の方々です。 

氏　名 住　所 

二　部 

福　岡 

上　野 

古　市 

宮　原 

三　部 

荘 

焼　杉 

富　江 

栃　原 

浅田　泰弘 

車　　睦宏 

権代　剛毅 

中村　英夫 

橋谷　獲男 

山口　秀男 

小林　弘二 

金田美紀夫 

遠藤　美鈴 

中島　昭壽 

氏　名 住　所 

吉　長 

上細見 

遠　藤 

吉　長 

小　町 

真　野 

大　殿 

久　古 

大　原 

丸　山 

大橋　幹男 

橋谷　忠男 

加川　賢明 

野坂　弘道 

遠藤　光明 

西古　直弘 

影山　忠嗣 

幸本　　元 

後藤　正夫 

林原　重治 

氏　名 住　所 備　考 

議会推薦 溝　口 篠田　光明 

議会推薦 吉　定 小澤　徳紘 

議会推薦 番　原 谷口　輝雄 

議会推薦 白　水 赤井　政司 

鳥取西部農業協同組合推薦 添　谷 木村　頼明 

伯耆農業共済組合推薦 金屋谷 影山　博人 

西部土地改良区推薦 坂　長 小村　博康 




